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 重要なお知らせ  
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思索の歴史 : 1979神童、暗黙の前提としての線形性を意識 
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1979 年のことだったかどうか、までは覚えていませんが、 

宇田が小学生の時の事だった、のは間違いありません。 
  

宇田は、 

まず、たとえば、 

与えられた物体の温度を 1 度上げるための熱量が、 

その物体の温度に依存する可能性に気付きました。 

つまり、一般には、 

与えられた物体の温度を 1 度上げるための熱量というものは、 

その物体の温度を 0 度から 1 度にまで上げるのか、 

10 度から 11 度にまで上げるのかによって異なる、 

等の事情に気付いたのです。 
  

小学生レベルでは、 

「 0 度から 1 度にまで上げるのに 3 cal 必要だとすると 

 0 度から 10 度にまで上げるのに必要な熱量は何 cal でしょう？」 

「 3 cal × 10 ＝ 30 cal です」 

といった論理が必然であるかのように語られます。 

宇田は、 

この論理が暗黙のうちに線形性を前提としたものであって、 

線形ではない場合というものも考えられ、 

その場合にはこの論理は成り立たない、 

という事に気付きました。 
  

これを参考にして、さらに考えを進め、当時の宇田は、 

1 cm の質量が 1 g の針金の 10 cm の質量が 10 g に成る、 

というのも論理的必然ではない、 

という事に気付きました。 
  

前者（熱量の件）は、 

物理法則の非線形性として、 

大学レベルの物理学には普通の知識として含まれますが、 

後者（質量の件）は、 

それに留まらず宇田の「単位の哲学」の萌芽と見做せるもので、 

宇田の「単位の哲学」は文法レベルに関わる考えです。 
  

宇田は当時小学生でしたが、 

この気付きを学校で発表はしていません。 

が、他者の評価を待つまでもなく、 

事の重大性と、その分だけ自分の思考力が卓越している事は、 

当時のまだ幼い宇田にも明白に認識されました。 

宇田の自分を天才だとする自覚は、 

無根拠な思い込みなどではなく、 
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このような経験の蓄積により徐々に築き上げられたものなのです。 
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前件では、 

比熱の温度依存性は物理法則の非線形性で、 

一様な針金の質量が長さに比例しない可能性は 

文法レベルに関わる、 

と書きましたが、 

どちらが法則レベルでどちらが文法レベル、 

というわけではないですね。 
  

当時の宇田が非線系単位という考えを持っていたとは考えにくいし、 

どちらかと言うと、 

温度の単位の方が質量の単位よりも写像概念に馴染み易い、 

と思います。 
  

法則レベルでは、 

温度によって比熱が変化する物体というのは存在しますし、 

というか、一般に、物体の比熱は温度によって変化しますし、 

針金の質量についても、厳密には、 

針金の部分相互間の結合エネルギーに相当する質量の分だけ、 

針金の長さと質量の関係が修正を受けるはずだ、 

ということが相対性理論から言えます。 

したがって、宇田の考えた論理的可能性は、 

単なる可能性に過ぎないのではなく、 

そういう可能性が現実に顕在化しているわけです。 
  

また、 

論理的可能性はあるが実際には現実はそうはなっていない、 

という知識を持っている状態と、 

そもそもその論理的な可能性自体を考え落としている、 

という状態の間には、 

雲泥の差があるのであって、 

後者の人間が、 

現実にはそうなっていない論理的可能性にいくら気付いても、 

そんなことは何の自慢にもならぬのだ、 

とうそぶく事は、 

全くのバカ丸出しに他ならない、とも言えます。 
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